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第20回ＪＣＯＭＭ
■主 催：(⼀社)⽇本モビリティ・マネジメント会議
■共 催：(公社)⼟⽊学会、(⼀社)北海道開発技術センター、

北海道開発局/北海道運輸局、北海道/札幌市、(株)ドーコン、
(株)構研エンジニアリング、⽇本データサービス(株)

■後 援：国⼟交通省、北海道新聞社、朝⽇新聞社、毎⽇新聞社、
北海道建設新聞社、HBC北海道放送、北海道テレビ放送(HTB)
UHB北海道⽂化放送、テレビ北海道(TVh)、
(⼀社)国⼟技術研究センター、(公社)⽇本道路協会、
(⼀社) 交通⼯学研究会、(⼀社)建設コンサルタント協会、
(⼀社)運輸総合研究所、(トクヒ)ITS Japan、
(トクヒ)⾃転⾞活⽤推進研究会、
(トクヒ)⽇本⾵景街道コミュニティ、
全国バスマップサミット実⾏委員会



(一社)JCOMM 会員

法⼈会員  38法⼈
(公社) ⽇本バス協会
(⼀社) システム科学研究所
(⼀社) ⽇本⺠営鉄道協会
(⼀社) 北海道開発技術センター
(公財) 交通エコロジー・モビリティ財団
(⼀財) 計量計画研究所
(⼀財) ⽇本みち研究所
EY新⽇本 有限責任監査法⼈
(株) アカネクリエーション
EYストラテジー・アンド・コンサルティング
(株) エイト⽇本技術開発 東京⽀社
(株) オリエンタルコンサルタンツ
(株) ケー・シー・エス
(株) 建設環境研究所
(株) 構研エンジニアリング
(株) 交通システム研究所

賛助会員 1団体
国際興業(株)

⾏政会員 28団体
京都市、横浜市、明⽯市、久留⽶市、川⻄市、⼤⼭町、⼤分市、名古屋市、福⼭市、富⼭市、仙台市、

札幌市、つくば市、福岡市、豊橋市、郡⼭市、豊⽥市、奈良市、⾦沢市、⽶⼦市、宇都宮市、府中市、広
島市、内閣府沖縄総合事務局、神奈川県、京都府、愛知県、三重県

個⼈会員  106名

⼩湊鐡道 (株)
(株) サーベイリサーチセンター
社会システム (株) 
(株) 創建
(株) 地域未来研究所
中央復建コンサルタンツ (株)
(株) 千代⽥コンサルタント
東京地下鉄 (株)
(株) ドーコン
NiX JAPAN (株)
⽇本⼯営 （株）
(株) ⽇本能率協会総合研究所
(株) バイタルリード
パシフィックコンサルタンツ (株)
広島電鉄 （株）
(株) 福⼭コンサルタント
復建調査設計 (株)
(株) ライテック
(株) GEOTERA
(公社) ⽇本交通計画協会
⽇本データーサービス (株)
中央コンサルタンツ (株)



発表・申し込み件数

■ 発表本数：137本  （昨年106本）
 うち、ポスター：132本、口頭:5本
うち、行政 ：27本（昨年29本）
民間・NPO ：45本（昨年30本）
コンサルタント ：30本（昨年26本）
大学 ：35本（昨年21本）

■ 参加者数約623名
（受付者563名、スタッフ等約60名）
参考：昨年の参加者数 約602名

（受付者数542名、スタッフ等約60名）



都道府県別



第20回JCOMMの議論より（その一部）
講演・PD
講演：MMの四半世紀の航跡 ～MMのこれまでとこれから～
PD：The Past and Next 20 years

～MMのこれまでとこれから～
口頭発表

企画セッション
 -「他分野との共創による移動の確保やMMの取り組み」
 -「公共交通の未来を考える～ピンチをチャンスに～」
 -「ドライバー不足、交通空白」



開催状況～開催地企画～



開催状況～オープニングセッション～



開催状況～ポスター発表A～



開催状況～企画セッション1～



開催状況～JCOMM賞授賞式～



開催状況～意見交換会・ライブ～



開催状況～受付・メイン会場～



開催状況～口頭発表～



開催状況～ポスター発表B～



開催地：新潟・湯沢
開催日：2026年9月4日(金)〜5日（土）

JCOMM20ｔhのご案内



閉会の挨拶

(一社)日本モビリティ・マネジメント会議 代表理事
藤井 聡

（京都大学大学院工学研究科教授）



おわりに
～（一社）ＪＣＯＭＭ事務局から～



2026年
来年は湯沢で お会いしましょう！


